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－２－ 

し

つ

つ

、

デ

ジ

タ

ル

な

ど

の

新

技

術

の

導

入

や

最

適

生

産

体

制

の

構

築

に

よ

り

国

際

競

争

力

を

強

化

し

て

い

く

。

石

精

で

は

サ

プ

ラ

イ

チ

ェ

ー

ン

の

改

革

断

行

。

銅

・

製

錬

で

は

、

カ

セ

ロ

ネ

ス

銅

鉱

山

の

安

定

操

業

継

続

と

、

銅

製

錬

事

業

の

再

編

・

リ

サ

イ

ク

ル

事

業

と

の

一

体

運

営

に

よ

り

、

佐

賀

関

（

大

分

県

）

を

中

心

に

競

争

力

強

化

を

図

る

。

一

方

、

成

長

事

業

に

つ

い

て

は

、

二

〇

四

〇

年

の

石

油

需

要

の

半

減

予

測

な

ど

を

背

景

に

、

新

中

計

で

の

取

り

組

み

を

加

速

し

て

い

く

。

石

化

事

業

で

は

、

ケ

ミ

カ

ル

リ

フ

ァ

イ

ナ

リ

ー

化

の

推

進

と

誘

導

品

分

野

へ

の

進

出

に

よ

り

競

争

力

・

収

益

力

を

高

め

て

い

く

。

具

体

的

に

は

、

川

崎

・

鹿

島

・

水

島

・

大

分

コ

ン

ビ

ナ

ー

ト

で

の

ケ

ミ

カ

ル

比

率

向

上

に

向

け

た

施

策

を

具

体

化

し

、

技

術

優

位

性

の

あ

る

製

品

の

能

力

増

強

を

推

進

。

素

材

事

業

で

は

、

製

品

改

良

に

よ

る

高

機

能

化

・

高

付

加

価

値

化

を

推

し

進

め

る

。

次

世

代

型

エ

ネ

ル

ギ

ー

供

給

・

地

域

サ

ー

ビ

ス

事

業

で

は

、

再

生

可

能

エ

ネ

ル

ギ

ー

や

Ｃ

Ｏ

２

フ

リ

ー

水

素

に

よ

る

発

電

な

ど

の

拡

大

に

伴

う

低

炭

素

社

会

へ

の

貢

献

を

目

指

し

て

い

く

。

分

散

電

源

と

自

社

電

源

を

つ

な

ぐ

「

Ｖ

Ｐ

Ｐ

（

バ

ー

チ

ャ

ル

・

パ

ワ

ー

・

プ

ラ

ン

ト

）
」

事

業

を

中

心

に

、

ネ

ッ

ト

ワ

ー

ク

か

ら

得

ら

れ

る

顧

客

情

報

な

ど

の

デ

ー

タ

を

活

用

し

、

顧

客

志

向

や

行

動

予

想

を

分

析

。

モ

ビ

リ

テ

ィ

サ

ー

ビ

ス

、

ラ

イ

フ

サ

ポ

ー

ト

、

エ

ネ

ル

ギ

ー

サ

ー

ビ

ス

と

い

っ

た

分

野

で

、

利

便

性

の

高

い

サ

ー

ビ

ス

を

提

供

す

る

「

Ｅ

Ｎ

Ｅ

Ｏ

Ｓ

プ

ラ

ッ

ト

フ

ォ

ー

ム

」

の

構

築

を

狙

う

。

さ

ら

に

環

境

対

応

型

事

業

で

は

、

リ

サ

イ

ク

ル

と

Ｃ

Ｃ

Ｓ

／

Ｃ

Ｃ

Ｕ

Ｓ

を

展

開

さ

せ

て

い

く

。

三

ヵ

年

の

戦

略

投

資

は

八

千

三

百

億

円

を

計

画

。

そ

の

う

ち

、

次

世

代

型

エ

ネ

ル

ギ

ー

供

給

・

地

域

サ

ー

ビ

ス

と

環

境

対

応

型

事

業

に

は

四

千

億

円

を

予

定

す

る

。

三

ヵ

年

累

計

の

在

庫

影

響

除

き

営

業

利

益

目

標

に

九

千

七

百

億

円

、

Ｒ

Ｏ

Ｅ

一

〇

％

以

上

を

掲

げ

、

二

〇

四

〇

年

の

長

期

ビ

ジ

ョ

ン

実

現

に

向

け

、

変

革

を

進

展

さ

せ

る

フ

ァ

ー

ス

ト

ス

テ

ッ

プ

を

踏

み

出

す

。 

  
 

 

☆

Ｊ

Ｘ

Ｔ

Ｇ

エ

ネ

、

大

分

製

油

所

で

火

災

事

故

発

生

、

精

留

ｃ

が

損

壊 

 

Ｊ

Ｘ

Ｔ

Ｇ

エ

ネ

ル

ギ

ー

は

二

十

七

日

、

大

分

製

油

所

「

第

３

常

圧

蒸

留

装

置

」

で

昨

日

、

火

災

事

故

が

発

生

し

た

、

と

発

表

し

た

。

す

で

に

消

火

活

動

に

よ

り

鎮

火

が

確

認

さ

れ

た

。

な

お

、

事

故

に

よ

る

負

傷

者

は

発

生

し

て

い

な

い

。

ま

た

、

同

所

は

定

修

中

で

、

同

装

置

を

含

め

全

て

の

精

製

装

置

の

運

転

を

停

止

し

て

い

る

。

出

荷

に

つ

い

て

は

、

製

品

在

庫

で

対

応

し

て

い

る

た

め

、

製

品

の

供

給

に

支

障

は

な

い

。

同

社

は

『

今

回

の

発

生

を

真

摯

に

受

け

止

め

、

早

急

に

原

因

究

明

を

行

う

と

と

も

に

、

関

係

官

庁

の

ご

指

導

を

仰

ぎ

つ

つ

、

再

発

防

止

に

努

め

て

ま

い

り

ま

す

』

と

コ

メ

ン

ト

し

て

い

る

。 

  
 

 

☆

信

越

化

、

シ

リ

コ

ー

ン

剥

離

剤

の

白

金

使

用

量

を

減

ら

す

技

術

開

発 

 

信

越

化

学

工

業

は

二

十

七

日

、

シ

リ

コ

ー

ン

剥

離

剤

に

用

い

る

白

金

の

使

用

量

を

約

二

分

の

一

に

低

減

で

き

る

「

低

白

金

反

応

硬

化

技

術

」

を

開

発

し

た

、

と

発

表

し

た

。

同

技

術

を

シ

リ

コ

ー

ン

剥

離

剤

に

導

入

し

製

品

化

を

推

進

。

す

で

に

試

作

品

の

出

荷

を

開

始

し

て

お

り

、

高

い

評

価

を

得

て

い

る

。

シ

リ

コ

ー

ン

剥

離

剤

は

、

紙

や

フ

ィ

ル

ム

な

ど

の

基

材

に

コ

ー

テ

ィ

ン

グ

す

る

こ

と

に

よ

り

、

粘

着

剤

に

対

す

る

剥

離

性

（

離

型

性

）

を

付

与

で

き

る

。

主

な

用

途

は

、

シ

ー

ル

、

ラ

ベ

ル

、

粘

着

テ

ー

プ

な

ど

の

剥

離

紙

、

剥

離

フ

ィ

ル

ム

、

工

程

用

離

型

紙

な

ど

で

、

幅

広

い

用

途

に

使

用

さ

れ

て

い

る

。

た

だ

、

シ

リ

コ

ー

ン

剥

離

剤

は

、

一

般

的

に

白

金

系

の

硬

化

触

媒

を

使

用

し

て

い

る

が

、

白

金

は

高

価
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－３－ 

な

希

少

金

属

で

あ

り

、

資

源

の

枯

渇

問

題

な

ど

か

ら

使

用

量

の

低

減

が

求

め

ら

れ

て

い

た

。

今

回

、

新

た

に

開

発

し

た

「

低

白

金

反

応

硬

化

技

術

」

は

、

シ

リ

コ

ー

ン

に

高

い

反

応

性

を

示

す

構

造

を

導

入

す

る

こ

と

に

よ

り

、

白

金

の

使

用

量

を

従

来

の

約

二

分

の

一

に

し

て

硬

化

さ

せ

る

こ

と

が

で

き

る

。

こ

れ

に

よ

り

、

省

資

源

化

に

寄

与

す

る

と

と

も

に

、

顧

客

か

ら

の

様

々

な

要

望

に

も

応

え

る

こ

と

が

期

待

さ

れ

る

。

同

社

は

、

優

れ

た

品

質

と

技

術

力

、

そ

し

て

き

め

細

か

な

対

応

で

、

今

後

も

多

様

化

す

る

市

場

の

ニ

ー

ズ

に

応

え

て

い

く

考

え

だ

。 

  
 

 

☆

三

菱

ケ

ミ

、

コ

ロ

ナ

対

策

用

水

溶

性

ラ

ン

ド

リ

ー

バ

ッ

グ

を

販

売 

 

三

菱

ケ

ミ

カ

ル

は

二

十

七

日

、

新

型

コ

ロ

ナ

ウ

イ

ル

ス

感

染

症

の

拡

大

防

止

の

た

め

、

水

溶

性

フ

ィ

ル

ム

『

ハ

イ

セ

ロ

ン

』

製

の

ラ

ン

ド

リ

ー

バ

ッ

グ

を

、

子

会

社

の

大

成

化

薬

を

通

じ

て

製

造

販

売

を

開

始

す

る

、

と

発

表

し

た

。

使

用

済

み

の

シ

ー

ツ

や

衣

類

に

触

れ

る

こ

と

な

く

洗

濯

す

る

こ

と

が

可

能

と

な

る

た

め

、

主

に

病

院

な

ど

で

の

ウ

イ

ル

ス

感

染

防

止

に

貢

献

す

る

。

ラ

ン

ド

リ

ー

バ

ッ

グ

の

原

料

と

な

る

『

ハ

イ

セ

ロ

ン

』

は

、

ポ

リ

ビ

ニ

ル

ア

ル

コ

ー

ル

を

原

料

と

し

た

水

溶

性

フ

ィ

ル

ム

で

、

強

度

や

伸

度

に

優

れ

る

ほ

か

、

冷

水

溶

解

タ

イ

プ

と

温

水

溶

解

タ

イ

プ

が

あ

る

。

国

内

の

病

院

な

ど

で

の

評

価

も

高

く

、

今

回

、

月

間

二

十

～

二

十

五

万

枚

を

供

給

す

る

体

制

を

整

え

て

お

り

、

六

月

初

旬

よ

り

順

次

、

医

療

機

関

な

ど

に

向

け

て

提

供

す

る

予

定

だ

。

ま

た

同

社

グ

ル

ー

プ

で

は

、

軟

質

Ｐ

Ｖ

Ｃ

フ

ィ

ル

ム

『

ア

ル

ト

ロ

ン

』

も

提

供

。

加

工

性

に

優

れ

、

サ

イ

ズ

調

整

や

設

置

も

容

易

で

あ

る

た

め

、

商

業

施

設

の

受

付

や

レ

ジ

な

ど

の

対

面

販

売

、

対

面

業

務

時

に

飛

沫

感

染

防

止

シ

ー

と

し

て

活

用

で

き

る

。

こ

れ

ら

の

製

品

を

必

要

と

す

る

ユ

ー

ザ

ー

に

迅

速

か

つ

確

実

に

提

供

で

き

る

よ

う

、

十

分

な

供

給

体

制

を

整

え

て

い

く

。

同

社

は

今

後

も

、

新

型

コ

ロ

ナ

ウ

イ

ル

ス

感

染

症

の

拡

大

防

止

の

た

め

、

政

府

の

策

定

す

る

行

動

計

画

に

基

づ

き

必

要

な

対

策

を

実

行

す

る

と

と

も

に

、

政

府

や

業

界

団

体

を

は

じ

め

と

す

る

関

係

者

と

連

携

を

図

り

な

が

ら

、

早

期

終

息

を

目

指

し

て

い

く

考

え

だ

。 

  
 

 

☆

帝

人

、

炭

素

繊

維

複

合

材

料

が

ド

イ

ツ

の

鉄

道

橋

ケ

ー

ブ

ル

に

採

用 

 

帝

人

は

二

十

七

日

、

炭

素

繊

維

『

テ

ナ

ッ

ク

ス

』

を

使

用

し

た

炭

素

繊

維

複

合

材

料

（

Ｃ

Ｆ

Ｒ

Ｐ

）

が

、

ド

イ

ツ

の

シ

ュ

ト

ゥ

ッ

ト

ガ

ル

ト

に

あ

る

シ

ュ

タ

ッ

ト

バ

ー

ン

橋

の

ケ

ー

ブ

ル

に

採

用

さ

れ

た

、

と

発

表

し

た

。

シ

ュ

タ

ッ

ト

バ

ー

ン

橋

は

、

鉛

直

に

加

わ

る

力

を

、

上

方

に

弓

の

よ

う

に

反

っ

た

曲

線

（

ア

ー

チ

）

構

造

を

使

っ

て

荷

重

を

支

え

る

ア

ー

チ

橋

。

全

て

の

ケ

ー

ブ

ル

に

Ｃ

Ｆ

Ｒ

Ｐ

を

採

用

し

た

ア

ー

チ

橋

の

建

設

は

、

世

界

で

初

と

な

る

。

シ

ュ

ト

ゥ

ッ

ト

ガ

ル

ト

近

郊

の

Ａ

８

高

速

道

路

上

に

架

か

る

シ

ュ

タ

ッ

ト

バ

ー

ン

橋

は

、

全

長

百

二

十

七

ｍ

の

鉄

道

用

ア

ー

チ

橋

で

、

重

量

比

強

度

の

高

い

Ｃ

Ｆ

Ｒ

Ｐ

製

ケ

ー

ブ

ル

を

使

用

す

る

こ

と

に

よ

り

、

八

車

線

あ

る

高

速

道

路

上

を

支

柱

な

し

に

横

断

で

き

る

構

造

を

可

能

と

し

た

。

こ

の

ア

ー

チ

橋

の

七

十

二

本

の

Ｃ

Ｆ

Ｒ

Ｐ

製

ケ

ー

ブ

ル

に

は

、

同

社

の

炭

素

繊

維

『

テ

ナ

ッ

ク

ス

』

が

使

用

さ

れ

て

お

り

、

鉄

鋼

製

の

ケ

ー

ブ

ル

に

比

べ

、

断

面

積

は

四

分

の

一

で

同

等

の

強

度

を

持

ち

、

低

コ

ス

ト

化

を

実

現

。

ま

た

、

大

幅

な

軽

量

化

に

よ

り

、

ク

レ

ー

ン

を

使

用

せ

ず

に

ケ

ー

ブ

ル

を

設

置

す

る

こ

と

が

可

能

と

な

り

、

鉄

鋼

製

ケ

ー

ブ

ル

の

使

用

時

に

比

べ

て

Ｃ

Ｏ

２

排

出

量

は

三

分

の

一

、

エ

ネ

ル

ギ

ー

消

費

量

は

二

分

の

一

に

な

っ

た

。

帝

人

は

今

回

の

採

用

を

契

機

と

し

て

、

炭

素

繊

維

の

建

築

・

建

設

用
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－４－ 

途

に

向

け

た

展

開

強

化

を

進

め

る

と

と

も

に

、

持

続

可

能

な

社

会

の

実

現

に

向

け

た

ソ

リ

ュ

ー

シ

ョ

ン

提

供

を

強

化

し

、

長

期

ビ

ジ

ョ

ン

で

あ

る

「

未

来

の

社

会

を

支

え

る

会

社

」

を

目

指

し

て

い

く

。 

  
 

 
☆

ダ

イ

セ

ル

の

三

月

期

、

主

要

製

品

の

販

売

数

量

減

で

減

収

減

益

に 

 

ダ

イ

セ

ル

は

二

十

七

日

、

二

〇

二

〇

年

三

月

期

の

連

結

決

算

を

発

表

し

た

。

売

上

高

は

前

年

度

比

一

一

％

減

の

四

千

百

二

十

八

億

円

、

営

業

利

益

四

二

％

減

の

二

百

九

十

六

億

円

、

経

常

利

益

四

一

％

減

の

三

百

十

八

億

円

、

純

利

益

八

六

％

減

の

五

十

億

円

と

な

っ

た

。

中

国

の

景

気

減

速

の

影

響

、

イ

ン

フ

レ

ー

タ

の

販

売

数

量

減

少

や

販

売

品

種

構

成

の

変

化

、

酢

酸

セ

ル

ロ

ー

ス

の

販

売

数

量

減

少

、

為

替

影

響

な

ど

に

加

え

、

第

４

四

半

期

で

の

新

型

コ

ロ

ナ

ウ

イ

ル

ス

の

影

響

に

よ

り

減

収

減

益

と

な

っ

た

。

ま

た

、

下

期

に

加

工

品

事

業

で

特

別

損

失

を

計

上

し

た

こ

と

で

純

利

益

は

大

幅

な

減

益

と

な

っ

た

。

セ

グ

メ

ン

ト

別

に

見

る

と

、

セ

ル

ロ

ー

ス

事

業

部

門

は

売

上

高

九

％

減

の

七

百

五

十

七

億

円

、

営

業

利

益

は

二

八

％

減

の

百

十

五

億

円

。

酢

酸

セ

ル

ロ

ー

ス

は

、

た

ば

こ

フ

ィ

ル

タ

ー

用

途

や

、

液

晶

表

示

向

け

フ

ィ

ル

ム

用

途

の

販

売

数

量

が

減

少

し

た

。

有

機

合

成

事

業

部

門

は

、

売

上

高

一

一

％

減

の

八

百

一

億

円

、

営

業

利

益

三

〇

％

減

の

百

一

億

円

。

主

力

製

品

の

酢

酸

と

合

成

品

は

、

市

況

の

下

落

や

中

国

の

景

気

減

速

の

影

響

な

ど

に

よ

り

国

内

外

の

販

売

数

量

が

減

少

。

機

能

品

は

、

需

給

の

ひ

っ

迫

が

続

い

て

い

る

脂

環

式

エ

ポ

キ

シ

の

販

売

数

量

が

増

加

し

た

も

の

の

、

中

国

の

景

気

減

速

な

ど

の

影

響

に

よ

り

自

動

車

分

野

、

電

子

材

料

分

野

、

化

粧

品

分

野

向

け

製

品

の

需

要

が

減

少

し

た

。

合

成

樹

脂

事

業

部

門

は

、

売

上

高

六

％

減

の

一

千

六

百

五

十

八

億

円

、

営

業

利

益

三

％

減

の

二

百

一

億

円

。

エ

ン

ジ

ニ

ア

リ

ン

グ

プ

ラ

ス

チ

ッ

ク

事

業

は

、

中

国

の

景

気

減

速

に

よ

る

自

動

車

生

産

台

数

の

減

少

や

ス

マ

ー

ト

フ

ォ

ン

の

需

要

低

迷

、

第

４

四

半

期

で

の

新

型

コ

ロ

ナ

の

影

響

を

受

け

た

。

樹

脂

コ

ン

パ

ウ

ン

ド

事

業

は

、

中

国

の

景

気

減

速

や

新

型

コ

ロ

ナ

の

影

響

な

ど

に

よ

り

、

販

売

数

量

が

減

少

し

た

。

火

工

品

事

業

部

門

は

、

売

上

高

二

五

％

減

の

八

百

十

三

億

円

、

営

業

利

益

七

八

％

減

の

三

十

五

億

円

。

自

動

車

エ

ア

バ

ッ

グ

用

イ

ン

フ

レ

ー

タ

（

ガ

ス

発

生

装

置

）

な

ど

の

自

動

車

安

全

部

品

事

業

は

、

他

社

リ

コ

ー

ル

代

替

品

供

給

が

終

息

に

向

か

っ

て

い

る

た

め

、

販

売

数

量

が

減

少

し

た

。

防

衛

関

連

製

品

な

ど

の

特

機

事

業

は

、

販

売

数

量

が

減

少

し

た

。

そ

の

他

部

門

は

、

売

上

高

一

八

％

増

の

九

十

九

億

円

、

営

業

利

益

三

七

％

減

の

四

億

円

だ

っ

た

。

今

年

度

の

通

期

業

績

予

想

に

つ

い

て

は

、

売

上

高

は

前

年

度

比

七

％

減

の

三

千

八

百

六

十

億

円

、

営

業

利

益

四

一

％

減

の

百

七

十

五

億

円

、

経

常

利

益

三

九

％

減

の

百

九

十

五

億

円

、

純

利

益

は

二

倍

の

百

億

円

を

見

込

ん

で

い

る

。 

  
 

 

☆

出

光

、

Ｃ

Ｍ

第

三

弾

「

エ

ネ

ル

ギ

ー

の

地

産

地

消

へ

」

篇

を

放

映 

 

出

光

興

産

は

、

新

テ

レ

ビ

Ｃ

Ｍ

「

エ

ネ

ル

ギ

ー

の

地

産

地

消

へ

」

篇

の

放

送

を

開

始

し

た

。

同

社

の

変

化

へ

の

適

応

性

に

富

む

姿

勢

を

表

す

「

だ

っ

た

ら

こ

う

し

よ

う

。
」

と

い

う

宣

言

の

下

、

新

た

な

価

値

創

造

に

挑

戦

す

る

様

子

を

描

く

Ｃ

Ｍ

シ

リ

ー

ズ

の

第

三

弾

と

な

る

。

前

作

に

続

き

女

優

の

長

澤

ま

さ

み

さ

ん

を

起

用

し

、
「

将

来

に

む

け

た

エ

ネ

ル

ギ

ー

の

地

産

地

消

」

を

題

材

に

、

地

熱

発

電

、

太

陽

光

発

電

な

ど

、

同

社

が

取

り

組

む

多

種

多

様

な

再

生

可

能

エ

ネ

ル

ギ

ー

事

業

に

つ

い

て

伝

え

る

内

容

と

な

っ

て

い

る

。

同

社

は

、

再

生

可

能

エ

ネ
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－５－ 

ル

ギ

ー

事

業

を

通

じ

て

、

地

の

利

を

生

か

し

た

地

熱

・

太

陽

光

・

バ

イ

オ

マ

ス

・

風

力

な

ど

で

電

気

を

つ

く

り

、

多

種

多

様

な

電

源

構

成

で

安

定

的

に

再

生

可

能

エ

ネ

ル

ギ

ー

を

届

け

て

い

る

。

ま

た

同

事

業

で

培

っ

て

き

た

豊

富

な

経

験

と

技

術

を

活

用

し

、

世

界

各

国

・

地

域

の

制

度

、

固

有

の

文

化

と

い

っ

た

課

題

に

真

摯

に

向

き

合

い

な

が

ら

、

電

源

開

発

に

取

り

組

ん

で

い

る

。 

  
 

 

☆

積

水

化

、

昨

年

度

の

新

築

戸

建

て

住

宅

、

Ｚ

Ｅ

Ｈ

比

率

八

〇

％

達

成 

 

積

水

化

学

工

業

は

こ

の

ほ

ど

、

住

宅

カ

ン

パ

ニ

ー

に

お

い

て

、

二

〇

一

九

年

度

の

新

築

戸

建

て

住

宅

の

Ｚ

Ｅ

Ｈ

（

ネ

ッ

ト

・

ゼ

ロ

・

エ

ネ

ル

ギ

ー

・

ハ

ウ

ス

）

比

率

が

八

〇

％

（

北

海

道

除

く

）

と

な

り

、

目

標

と

し

て

い

た

六

〇

％

を

大

幅

に

上

回

っ

た

、

と

発

表

し

た

。

国

が

目

標

と

し

て

い

る

「

二

〇

二

〇

年

度

ま

で

に

Ｚ

Ｅ

Ｈ

比

率

五

〇

％

（

北

海

道

除

く

新

築

戸

建

て

住

宅

）
」

を

大

き

く

上

回

っ

て

い

る

。

さ

ら

に

、

エ

ネ

ル

ギ

ー

収

支

に

よ

り

分

類

し

た

Ｚ

Ｅ

Ｈ

の

中

で

、

環

境

貢

献

度

が

最

高

ラ

ン

ク

の

『

Ｚ

Ｅ

Ｈ

』

が

九

一

％

と

大

半

を

占

め

て

お

り

、

環

境

意

識

の

高

い

ユ

ー

ザ

ー

か

ら

支

持

を

得

て

い

る

こ

と

を

確

認

し

た

。

一

方

、

同

社

が

注

力

す

る

「

エ

ネ

ル

ギ

ー

自

給

自

足

型

住

宅

」

が

三

万

棟

を

突

破

し

た

。

Ｚ

Ｅ

Ｈ

は

光

熱

費

や

Ｃ

Ｏ

２

排

出

量

削

減

な

ど

の

メ

リ

ッ

ト

が

あ

る

が

、

同

社

で

は

さ

ら

な

る

環

境

貢

献

と

災

害

時

の

安

心

向

上

の

た

め

、

「

エ

ネ

ル

ギ

ー

自

給

自

足

型

住

宅

」

の

開

発

・

普

及

に

積

極

的

に

取

り

組

ん

で

い

る

。

よ

り

大

容

量

の

太

陽

光

発

電

シ

ス

テ

ム

（

Ｐ

Ｖ

）

を

搭

載

し

、

Ｐ

Ｖ

の

余

剰

電

力

を

蓄

電

池

に

貯

め

て

夜

間

に

使

う

こ

と

で

、

自

家

消

費

を

拡

大

。

平

常

時

は

省

・

創

・

蓄

エ

ネ

性

能

を

向

上

さ

せ

、

自

然

災

害

な

ど

に

よ

る

ラ

イ

フ

ラ

イ

ン

途

絶

時

に

も

生

活

を

維

持

す

る

こ

と

が

で

き

る

。

今

後

も

、

Ｚ

Ｅ

Ｈ

の

供

給

と

合

わ

せ

「

エ

ネ

ル

ギ

ー

自

給

自

足

型

住

宅

」

の

普

及

に

努

め

、

環

境

負

荷

軽

減

と

と

も

に

、

よ

り

多

く

の

居

住

者

に

災

害

時

の

安

心

を

提

供

し

て

い

く

。

同

社

住

宅

カ

ン

パ

ニ

ー

で

は

、

Ｅ

Ｓ

Ｇ

経

営

を

推

進

し

、

環

境

問

題

と

社

会

課

題

の

解

決

、

盤

石

な

経

営

基

盤

の

構

築

を

事

業

の

成

長

力

と

し

て

位

置

づ

け

て

い

る

。

そ

の

一

環

と

し

て

、

Ｚ

Ｅ

Ｈ

の

推

進

を

軸

に

商

品

開

発

を

行

い

、

Ｚ

Ｅ

Ｈ

比

率

の

よ

り

一

層

の

向

上

を

図

っ

て

い

く

考

え

だ

。 

  
 

 

☆

Ｓ

Ｅ

Ｍ

Ｉ

、

パ

ワ

ー

化

合

物

半

導

体

投

資

額

、

二

一

年

に

最

高

額

へ 

 

Ｓ

Ｅ

Ｍ

Ｉ

は

こ

の

ほ

ど

、

世

界

の

半

導

体

前

工

程

フ

ァ

ブ

の

パ

ワ

ー

半

導

体

と

、

化

合

物

半

導

体

デ

バ

イ

ス

向

け

投

資

が

、

最

終

製

品

の

需

要

回

復

に

よ

り

二

〇

二

一

年

ま

で

に

五

九

％

も

の

急

成

長

を

遂

げ

て

、

こ

の

製

品

分

野

で

は

過

去

最

高

と

な

る

六

十

九

億

ド

ル

に

達

す

る

と

の

見

通

し

を

発

表

し

た

。

今

年

は

、

後

半

か

ら

の

需

要

回

復

が

年

間

の

下

げ

幅

を

緩

和

し

、

フ

ァ

ブ

が

新

型

コ

ロ

ナ

ウ

イ

ル

ス

感

染

症

（

Ｃ

Ｏ

Ｖ

Ｉ

Ｄ‐

１

９

）

か

ら

の

回

復

の

波

に

乗

る

こ

と

で

、

八

％

減

ま

で

縮

小

す

る

と

予

測

。

パ

ワ

ー

・

化

合

物

半

導

体

デ

バ

イ

ス

は

、

電

力

を

制

御

す

る

た

め

に

、

コ

ン

ピ

ュ

ー

テ

ィ

ン

グ

や

通

信

、

エ

ネ

ル

ギ

ー

、

自

動

車

と

い

っ

た

数

々

の

産

業

で

使

用

さ

れ

て

い

る

。

Ｃ

Ｏ

Ｖ

Ｉ

Ｄ‐

１

９

の

拡

大

を

抑

制

す

る

た

め

に

「

外

出

禁

止

（

ス

テ

イ

ホ

ー

ム

）
」

が

世

界

中

で

求

め

ら

れ

る

中

、

サ

ー

バ

ー

、

ラ

ッ

プ

ト

ッ

プ

Ｐ

Ｃ

な

ど

の

オ

ン

ラ

イ

ン

通

信

の

中

核

と

な

る

電

子

機

器

の

需

要

が

急

増

し

て

い

る

。
「

Ｓ

Ｅ

Ｍ

Ｉ

パ

ワ

ー

及

び

化

合

物

半

導

体

フ

ァ

ブ

ア

ウ

ト

ル

ッ

ク

２

０

２

４

」

は

、

八

百

以

上

の

パ

ワ

ー

・

化

合

物

半

導

体

関

連

の

設

備

／

ラ

イ

ン

の

デ

ー

タ

を

収

録

し

、

そ

の

設
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－６－ 

備

投

資

と

生

産

能

力

を

二

〇

一

三

～

二

四

年

ま

で

の

十

二

年

間

に

わ

た

っ

て

網

羅

。

二

〇

一

九

年

に

つ

い

て

は

、

八

百

四

の

設

備

／

ラ

イ

ン

の

合

計

で

二

百

㎜

ウ

ェ

ー

ハ

換

算

月

産

八

百

万

枚

の

生

産

能

力

が

確

認

さ

れ

て

い

る

。

今

後

二

〇

二

四

年

ま

で

に

生

産

を

開

始

す

る

三

十

八

の

新

規

設

備

／

ラ

イ

ン

が

全

体

の

生

産

能

力

を

二

〇

％

押

し

上

げ

、

月

産

能

力

は

九

百

七

十

万

枚

に

達

す

る

見

通

し

。

地

域

別

に

見

る

と

、

二

〇

一

九

～

二

四

年

の

間

に

最

も

成

長

が

著

し

い

の

は

中

国

で

、

パ

ワ

ー

半

導

体

の

生

産

能

力

は

五

〇

％

、

ま

た

化

合

物

半

導

体

の

生

産

能

力

は

八

七

％

増

加

す

る

。

同

期

間

に

パ

ワ

ー

半

導

体

の

フ

ァ

ブ

生

産

能

力

が

大

き

く

増

加

す

る

の

は

、

欧

州

／

中

東

と

台

湾

、

ま

た

、

化

合

物

半

導

体

の

フ

ァ

ブ

生

産

能

力

が

増

加

す

る

の

は

米

国

と

欧

州

／

中

東

が

見

込

ま

れ

る

。 

  

［

東

ソ

ー

・

人

事

①

］
（

六

月

一

日

）

▽

解

兼

バ

イ

オ

サ

イ

エ

ン

ス

事

業

部

開

発

管

理

室

長

、

同

室

橋

本

雅

文

▽

同

事

業

部

同

室

長

、

同

事

業

部

第

二

開

発

部

長

本

間

信

幸

（

六

月

二

十

五

日

）

▽

設

備

管

理

セ

ン

タ

ー

担

当

、

代

表

取

締

役

専

務

執

行

役

員

南

陽

事

業

所

長

技

術

セ

ン

タ

ー

、

四

日

市

事

業

所

関

与

輸

出

管

理

委

員

会

委

員

長

、

独

占

禁

止

法

遵

守

委

員

会

委

員

長

田

代

克

志

▽

生

産

技

術

部

、

有

機

材

料

研

究

所

、

ウ

レ

タ

ン

研

究

所

担

当

環

境

保

安

・

品

質

保

証

部

関

与

、

取

締

役

常

務

執

行

役

員

研

究

企

画

部

長

兼

機

能

商

品

セ

ク

タ

ー

長

兼

エ

ン

ジ

ニ

ア

リ

ン

グ

セ

ク

タ

ー

長

海

外

事

業

企

画

部

、

Ｃ

Ｓ

Ｒ

推

進

室

、

ア

ド

バ

ン

ス

ト

マ

テ

リ

ア

ル

研

究

所

、

高

分

子

材

料

研

究

所

、

無

機

材

料

研

究

所

、

山

形

事

務

所

、

富

山

事

務

所

担

当

法

務

・

特

許

部

、

ラ

イ

フ

サ

イ

エ

ン

ス

研

究

所

、

フ

ァ

ン

ク

シ

ョ

ナ

ル

ポ

リ

マ

ー

研

究

所

、

東

京

研

究

セ

ン

タ

ー

関

与

コ

ン

プ

ラ

イ

ア

ン

ス

委

員

会

委

員

長

、

Ｒ

Ｃ

委

員

会

委

員

長

Ｃ

Ｏ

２

削

減

・

有

効

利

用

推

進

委

員

会

委

員

長

山

田

正

幸

▽

取

締

役

常

務

執

行

役

員

ク

ロ

ル

・

ア

ル

カ

リ

セ

ク

タ

ー

長

兼

購

買

・

物

流

部

長

秘

書

室

、

監

査

室

、

大

阪

支

店

、

名

古

屋

支

店

、

福

岡

支

店

、

仙

台

支

店

、

山

口

営

業

所

担

当

中

国

総

代

表

、

人

事

部

関

与

桒

田

守

▽

取

締

役

常

務

執

行

役

員

石

油

化

学

セ

ク

タ

ー

長

経

営

企

画

・

連

結

経

営

部

、

Ｉ

Ｔ

戦

略

室

、

財

務

部

、

総

務

部

、

広

報

室

担

当

経

営

管

理

室

関

与

内

部

統

制

委

員

会

委

員

長

安

達

徹

▽

取

締

役

（

社

外

）
、

太

平

洋

セ

メ

ン

ト

取

締

役

三

浦

啓

一

▽

同

（

同

）
、

バ

ル

カ

ー

社

長

Ｃ

Ｏ

Ｏ

本

坊

吉

博

。 

  

［

Ｊ

Ｘ

Ｔ

Ｇ

ホ

ー

ル

デ

ィ

ン

グ

ス

・

人

事

］
（

六

月

二

十

五

日

）
【

Ｊ

Ｘ

フ

ァ

イ

ナ

ン

ス

】

▽

解

兼

社

長

、

Ｅ

Ｎ

Ｅ

Ｏ

Ｓ

ホ

ー

ル

デ

ィ

ン

グ

ス

取

締

役

（

常

勤

監

査

等

委

員

）
、

Ｅ

Ｎ

Ｅ

Ｏ

Ｓ

監

査

役

（

常

勤

）

太

内

義

明

▽

社

長

、

同

社

常

務

執

行

役

員

経

理

部

・

財

務

Ｉ

Ｒ

部

・

広

報

部

管

掌

、

同

社

同

田

中

聡

一

郎

。 

  

［

Ｊ

Ｘ

石

油

開

発

・

人

事

］
（

六

月

二

十

五

日

）

▽

取

締

役

常

務

執

行

役

員

内

部

統

制

部

・

企

画

部

・

経

理

部

管

掌

髙

倉

昌

孝

▽

監

査

役

（

常

勤

）

藤

山

和

久

▽

退

任

（

監

査

役

（

常

勤

）
）

楜

澤

良

和

▽

執

行

役

員

企

画

部

長

田

島

篤

（

六

月

三

十

日

）

▽

監

査

事

務

室

長

近

藤

奈

美

。 

  

［

Ｊ

Ｘ

Ｔ

Ｇ

エ

ネ

ル

ギ

ー

・

人

事

］
（

六

月

二

十

六

日

）
【

鹿

島

石

油

】

▽

退

任

（

社

長

）

西

島

弘

也

▽

社

長

武

藤

潤

。 

  

［

Ｊ

Ｘ

Ｔ

Ｇ

グ

ル

ー

プ

・

人

事

④

］
（

七

月

一

日

）

▽

Ｅ

Ｎ

Ｅ

Ｏ

Ｓ

シ

ン

ガ

ポ

ー

ル

事

務

所

副

所

長

北

村

正

▽

出

向

Ｊ

Ｘ

オ

ー

シ

ャ

ン

中

村

延

幸

。 
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累計 累計

数量 金額 数　量 数量 金額 数　量

エ チ レ ン 11,860 10,106 136,903 テ レ フ タ ル 酸 77,153 47,013 883,218

プ ロ ピ レ ン 14,017 12,883 153,290 Ａ Ｎ 8,992 12,360 55,786

ブ タ ジ エ ン 2 1,849 54,724 低 密 度 Ｐ Ｅ 92,957 87,159 902,069

シ ク ロ ヘ キ サ ン ― ― 50,196 高 密 度 Ｐ Ｅ 100,286 96,090 1,065,170

ベ ン ゼ ン 23,022 16,737 472,869 Ｅ Ｖ Ａ 9,326 14,386 108,729

ト ル エ ン 19,239 14,162 219,561 Ｐ Ｐ 99,630 108,672 1,128,561

パ ラ キ シ レ ン 65,584 55,856 572,529 Ｐ Ｓ （ Ｆ Ｓ ） 1,805 1,957 22,630

Ｓ Ｍ 9 11 5,207 ＰＳ（ＧＰ・ＨＩ） 10,398 8,875 118,308

Ｖ Ｃ Ｍ 9,706 6,636 92,259 Ａ Ｓ 5,124 7,208 54,634

イ ソ プ ロ ピ ル 4 19 68 Ａ Ｂ Ｓ 11,479 15,372 138,076

オ ク タ ノ ー ル 848 1,859 3,365 Ｐ Ｖ Ｃ 30,526 27,503 355,842

Ｅ Ｇ 2,485 1,636 30,428 Ｐ Ｏ Ｍ 8,095 10,265 83,411

Ｐ Ｇ 8,503 9,389 98,055 Ｐ Ｐ Ｅ 24,407 33,978 212,086

フ ェ ノ ー ル 15,383 12,499 176,477 ポ リ カ ー ボ ネ ー ト 32,600 56,420 396,063

ビ ス フ ェ ノ ー ル Ａ 14,764 15,961 126,135 Ｐ Ｅ Ｔ ― ― 0

ア セ ト ン 9,466 4,263 181,607 ポ リ ア ミ ド 9,354 15,458 110,530

酢 酸 50 50 388 ポ リ ウ レ タ ン 701 1,783 7,053

酢 酸 エ チ ル 1 7 377 Ｓ Ｂ Ｒ 8,533 17,534 109,385

ア ク リ ル酸 エス テル 0 1 0 Ｂ Ｒ 2,776 4,730 31,480

Ｄ Ｏ Ｐ 776 817 4,771 Ｎ Ｂ Ｒ 114 303 1,141

カセイソーダ（液） 2,434 702 14,386

11月11月

（数量ｔ、ＵＳ1,000＄）

タイの2019年11月の主要化学品輸出通関実績

品　　目 品　　目
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累計 累計

数量 金額 数　量 数量 金額 数　量

エ チ レ ン ― ― 41,278 無 水 フ タ ル 酸 1,194 1,014 15,246

プ ロ ピ レ ン 16,811 17,109 27,850 テレフタル酸ジメチル ― ― 69

ブ タ ジ エ ン ― ― 13,093 Ａ Ｎ 12 25 9,499

シ ク ロ ヘ キ サ ン 15 26 8,397 カ プ ロ ラ ク タ ム 832 987 8,199

ベ ン ゼ ン 2,850 1,873 2,850 低 密 度 Ｐ Ｅ 20,842 23,795 253,395

ト ル エ ン 2 20 3,058 高 密 度 Ｐ Ｅ 12,638 13,365 145,645

パ ラ キ シ レ ン 9,890 8,151 114,412 Ｅ Ｖ Ａ 2,441 4,068 38,389

混 合 キ シ レ ン 36 56 912 Ｐ Ｐ 14,642 22,442 208,187

Ｓ Ｍ 5,642 6,023 85,866 Ｐ Ｓ （ Ｆ Ｓ ） 1,969 3,411 23,639

Ｅ Ｄ Ｃ 39,474 11,542 527,484 Ｐ Ｓ （ Ｇ Ｐ ・Ｈ Ｉ） 1,532 2,773 23,513

Ｖ Ｃ Ｍ ― ― 0 Ａ Ｓ 2,788 5,039 25,279

メ タ ノ ー ル 56,717 15,087 2,765,597 Ａ Ｂ Ｓ 8,955 17,019 108,953

ブ タ ノ ー ル 350 291 8,374 Ｐ Ｖ Ｃ 4,328 4,627 66,629

オ ク タ ノ ー ル 1,967 1,807 22,753 Ｐ Ｏ Ｍ 1,667 4,390 20,474

Ｅ Ｇ 5,246 2,959 116,340 ポ リ カ ー ボ ネ ー ト 1,979 7,295 27,045

Ｐ Ｇ 477 596 6,404 ポ リ ア ミ ド 6,139 19,098 77,545

フ ェ ノ ー ル 44 91 27,656 ナ イ ロ ン ６ 1,109 3,075 20,425

ビ ス フ ェ ノ ー ル Ａ 9,851 11,087 89,020 Ｓ Ｂ Ｒ 12,501 19,255 144,950

ア セ ト ン 95 166 42,768 Ｂ Ｒ 11,206 18,441 134,773

Ｍ Ｅ Ｋ 1,078 1,377 19,485 Ｉ Ｉ Ｒ 2,021 5,113 24,752

酢 酸 7,341 3,418 107,748 カ セ イ ソ ー ダ（ 液） 5,912 1,047 124,698

酢 酸 ビ ニ ル 4,067 3,533 47,956 ソ ー ダ 灰 43,543 10,622 684,975

メ タ ク リ ル 酸 エス テル 723 1,685 8,577

（数量ｔ、ＵＳ1,000＄）

タイの2019年11月の主要化学品輸入通関実績

品　　目 品　　目
11月 11月


